
【ボランティア推進会議】 

2月 10日(月)、第 2回ボランティア推進会議を

行いました。今年度お世話になったボランティア

関係者の皆様に来校していただき、より効果的に

地域連携(ボランティア活動)を深めるための意見

交換をしました。今回は「生徒の『主体的に学び

に向かう力』の育成のために地域と学校が連携し

てできること」というテーマを掲げ、グループ協

議をして様々ご意見をいただきました。その一例

を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、3 つのグループに分かれて、熱心な協

議をしていただき、各グループで話し合った主な

議題について発表していただきました。会議終了

後も、すぐに解散することなく、その延長で情報

交換している熱心なボランティア関係者の皆様

を目の当たりにして、改めて感謝の気持ちでいっ

ぱいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【焼畑農業から学ぶ】 

2月 17日(月)2校時、1 年 1組は社会科で「アマ

ゾン川流域の農業」を学習していました。まず、

アマゾン川流域の森林が激しく燃える映像を観

て、先生が生徒に投げかけます。「この映像から

何を想像しますか。また、どんな影響をもたらし

ますか？」生徒はすかさず「環境破壊」、「森林

破壊」、「二酸化炭素の排出による地球温暖化」

等、あらゆる意見が出てきました。すると先生は

「マイナスの要素ばかりでなく、メリットはあり

ますか」と問いかけます。すると生徒は「灰が農

地にできる」、「農地が変わる」、「肥料ができ

る」などいろいろな意見が出てきました。 

豊かな自然が燃え上がる映像を見ると、我々は

とっさに負のイメージをもってしまいがちです

が、農地をより効率的に活用するための焼畑農業

を学ぶことで、多様な見方・考え方が生まれてき

ます。デメリットがあるから全て否定するのでは

なく、そこに潜むメリットも同時に考えること

で、多様な価値観も生まれてきます。 

 

【3 年生 総合的な学習の時間】 

 2月 19日(水)5校時、3年生は「『魅力ある町づ

くり』のため条例を提案しよう」というテーマの

もと、各クラスの代表生徒と壬生町役場の担当職

員によるオンライン会議を実施しました。各クラ

スの条例案は以下のとおりです。 

 1組・・・住みよい壬生町に 

 2組・・・選挙ポイントカード制 

 3組・・・おもちゃリサイクル 

 4組・・・「おもちゃ」を大切にしよう 

 5組・・・壬生町みんなでスポーツ健康推進 

生徒からの具多的な提案や質問に対する具体

的な回答に、生徒はとても関心深く聞き入ってい

ました。特に印象的だったのは、実際の「おもち

ゃ工場の活性化」と「『おもちゃのまち』という

地域名の啓発」に対する意見です。生徒達から提

案のあった「おもちゃ」にちなんだ地域活性化に

関する意見は、まさしく地域愛に根差したもの

で、壬生町役場との共通認識でもあり、大変有意

義でした。生徒から「日環アリーナのような体育

館を作る提案」に対する具体的な説明では、「設

置目的と予算について」の現実的な分かりやすい

回答をいただき、聴いている生徒は大きく頷きな

がら納得した様子で聞き入っていました。 

 

南犬飼中だより  

第 11号 令和 7年 3月 25日 校長 安武 裕一 

建学の精神「向い原魂」 

 □物事をまじめに根気よく続けよ 

 □自発的実践活動を続けよ 

・学ぶ意義を教え、働くことへのつながりを学ぶ。 

・地域にでる。地域から来ていただく。 

・大人と会話好き機会を設ける。 

・地域の方の成功体験を聞く。 

・地域や異年齢の人たちとの交流を深める。 

・生まれ育った地域を知ることは大切。 

・社会への興味・関心を深めるための生徒への働

きかけを工夫する。 

・不登校生への対策として、地域コミュニティで

何かできることはないか。 

・社会体験活動の必要性とメリット、デメリット。 

・失敗体験を聞く。 

（失敗からどう乗り越えてきのか） 

・健康への意識への高揚を図る。 

（すべてに通じるものがある） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2 年生ｸｴｽﾄｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝ最終発表】 
2月 21日(金)、5、6校時、第 2学年の総合的な

学習の時間の授業で、各企業の方々をお招きし

て、クエストエデュケーション最終発表会を行い

ました。各班が、それぞれの課題に対して、試行

錯誤を繰り返しながらスライドを作成して、プレ

ゼンテーションを行いました。来校していただい

た企業は、以下のとおりです。 

 ・大森商事 様 

 ・俵建設 様 

 ・フジカンパニー 様 

 ・Studio SHINBI－GAN様 

 ・おもちゃ博物館 様 

 ・サロンビューティー 様 

 ・CAFÉア・レーズ 様 

発表会の中で、生徒ならではの面白い発想が沢

山ありました。企業の方々から「面白い発想だね」

「それはなかなか思いつかない案だね」「オリジ

ナルの曲入りの CMをよく作れたね」など各企業

の方々から、生徒達の素晴らしい発案に対して、

お褒めの言葉をたくさんいただき、とても有意義

な時間を過ごすことができました。この１年間、

生徒達とともに地域の特徴を見つめ、子どもたち

に自分自身を見つめさせ、可能性を引き出す様々

な取り組みを実施して、体験活動をさせてくださ

った各企業の方々に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３年生を送る会】 
2 月 28 日(金)6 校時、3 年生を送る会を実施し

ました。生徒会が主催し、3 年生に感謝とお祝い

の気持ちを沢山届けることができました。生徒会

の出し物として、コントやビデオレター、在校生

合唱、思い出のスライドショーなど、笑いあり、

笑顔あり、涙ありの盛りだくさんの内容で、全校

生徒で楽しみを共有できた有意義な機会となり

ました。3 年生の皆さん、今まで本当にお世話に

なりました。 

 

【卒業証書授与式】 
 ３月８日(土)、壬生町議会議員の皆様、学校運営

協議会委員の皆様、ＰＴＡ本部役員の皆様、そし

て保護者の皆様のご臨席のもと、第７８回卒業証

書授与式が盛大に行われました。厳粛な雰囲気の

中、３年生１７０名の生徒全員が立派に卒業証書

を授与されました。卒業生への餞の言葉として、

式辞で「人脈」の大切さについて述べました。我々

は、日々、『人脈』を通じて支えられたり、支え

たりして生きています。卒業生の皆さんも、今後

いろいろな人に出会います。偶然ではなく、必然

的に出会います。その出会った人たちとの関わり

を通じて、素晴らしい「人脈」を築いていってほ

しいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真剣に意見を述べる 3年 4組の代表生徒 


